






















































































































3. 丸山ダムの基礎岩盤の状況 

ダム軸 

3.1 丸山ダム建設時の地質調査資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試錐（ショットボーリング） 9本 延長 138.5m 

試掘横坑 2 延長 69.5m（左岸） 本 

試掘壷堀 3本 （左岸） 

試掘立坑  1 40.0m（左岸） 本

試掘河底隧道 1本 75.0m 

試錐 NO.13
下流 20m

試錐 NO.12
下流 20m

試錐 NO.３
上流 30m

試錐 NO.２ 
上流 30m 

試錐 NO.1０ 
下流 20m 

試錐 NO.１ 
上流 30m 

試錐 NO.5
上流

ダム軸上流 
17.5m 

ダム軸下流 
3.5m 

ダム軸下流 20m ダム軸上流 30m 

 

表 －
 3 . 1 . 1  丸 山 ダム建 設 時 の地 質 調 査 位 置 断
 

 
30m
 

 

 

試錐 NO.4
上流 30m

試錐 NO.11 
下流 20m 

面 図 （丸 山 ダム発 電 所 工 事 誌 土 木 編 より引 用 ）  
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【試掘壷堀】 
ダム予定中心線下流 3.5mの位置に左岸において、

EL.175m、EL.155m、EL137.0m（図より）の３箇所施
工した。いずれも表土 0.5～0.8m にして岩盤はいずれ
も粘板岩で表面には少なからず割目が存在したが、深

部に至るほど岩盤が密着するものと推定された。 

 

 

 

 

【試掘竪坑】 
ダム予定中心線上流

30m の左岸に深さ 40.0m
の竪坑で河床下約 15.0m
に到達するものを 1 本削坑
した。全般に岩質は極めて

堅硬であるばかりでなく、ま

た緊密にして有害なる破砕

層等は含まず、かつ地下水

の漏洩は最深部の河底と

同標高箇所より若干あった

程度で皆無である。 

 

 

断層 

 

 

 

【試掘横坑】 
試掘横坑は右岸に２本延 69.5m 削坑。岩盤は全般的に試掘１号横
坑は堅岩、試掘２号横坑は硬軟両岩であったが、試掘１号横坑におい

て坑口より 35.0～44.5mの間に横坑を遮断し、走向N30°E20°NW
の断層があった。断層の厚さは 17～95cm に及び種々変化して、一定
せず（上図参照）。もし、本断層が大断層であれば、断層を挟む上盤と

下盤の珪岩の「縞の配列方向」に差異を生じるはずであるが、上下両

盤の岩石の種類が異ならず、縞の配列方向も同じである。このことより

本断層は大規模でないことが明瞭である。 

 

【試掘河床隧道】 
試掘竪坑に続いて右岸

に向 か っ て平 行 に焼 く

75.0m の隧道を削坑した。

岩質は、竪坑の場合と同様

に全部砂質粘板岩で極堅

硬でかつ緊密で、有害な破

砕層を含まずかつ、地下水

の漏洩は皆無であった。 

 

 

 

 

 

 

図 － 3 . 1 . 2  丸 山 ダム建 設 時 の試 掘 及 び試 錐 の図 （丸 山 ダム発 電 所 工 事 誌 土 木 編 より引 用 ）  
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ダム軸上流 30m ダム軸下流 20m 

岩芯採取率 
95.5.% 

岩芯採取率 
67.1% 

岩芯採取率

67.5%
岩芯採取率

62.4%
岩芯採取率

85.0%
岩芯採取率

57.3%
岩芯採取率 

58.8% 
岩芯採取率 

16.0%
岩芯採取率 

74.8% 

【工事誌記載内容】 

ダム予定中心線に沿い、上下流２列に計 9孔、延 138.5m穿孔
 岩質は、一般に堅硬にして地表面には少なからず割れ目が存 れども、深部に達すれ

消去するものと推定。ただし、試錐NO.2孔（ダム軸３０m上流）は 著しく劣悪なことと地表

の状態よりして、岩盤は少なからず擾乱しており、その擾乱帯は大体 N30W の走向、すなわち堤体

ぼ平行して右岸山腹に向い、右岸地質上の弱点となっていると思われ、他は良好な岩盤と推定された

図 － 3 . 1 . 3  丸 山 ダム調 査 時 の試 錐 柱 状 図 （丸 山 事 誌 土 木 編 より引 用 ）
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断層 
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図 - 3 . 1 . 4  丸 山 ダム建 設 時 の調 査 位 置 平 面 図 （丸 山 ダム発 電 所 工 事 誌 土 木 編 記 載 内 容 より作 成 ）  



表 ‐ 3 . 1 . 1  丸 山 ダム建 設 時 の岩 盤 検 査 記 録 （その１） （丸 山 ダム発 電 所 工 事 誌 土 木 編 より引 用 ）  
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表 ‐ 3 . 1 . 2  丸 山 ダム建 設 時 の岩 盤 検 査 記 録 （その 2 ） （丸 山 ダム発 電 所 工 事 誌 土 木 編 より引 用 ）  
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ダム軸（D） 

G断層 
F断層 

A断層 

図 － 3 . 1 . 5  丸 山 ダムの基 礎 処 理 工 配 置 図 （丸 山 ダム発 電 所 工 事 誌 土 木 編 より引 用 ）  
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3.2 丸山ダムの基礎岩盤状況 

丸山ダム工事図面集より、ジョイント断面図、ダム軸断面図、丸山ダムの監査廊から実施されているボ

ーリングデータ等から推定した掘削形状を図－3.2.1 に示す。この掘削形状と旧地形（掘削前の推定地

形断面）から、丸山ダムの掘削状況を確認する基礎資料とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤線は、基礎処理工配置

図に図示されている破砕層

を示す 

図－3.2.1 丸山ダム推定掘削平面図 



3.2.1 丸山ダム建設以前の地形線の推定 

 丸山ダム建設以前の地形を推定するために以下の資料を参考とした。 

(1) 工事図面集（丸山発電所工事誌竣工図譜）に掲載されているダム軸（D グリッド）とダム中心線から下流 120m（G グリッド）の地形断面（図-6.2.2、6.2.3） 

(2) 工事図面集に掲載されている平面図による堤体上流の地形コンターおよび左岸下流の地形コンター（図-3.2.4） 

前記資料を基に、左岸側は上下流方向にほぼ平行な地形を有していることから、ダム軸およびダム軸   

下流 120m の地形断面図より、間にある断面（E,E+7.5m、F グリッド）の地形断面を推定した。 

河床においては、新丸山ダムで実施されているボーリング結果、河床勾配等を参考に推定した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2.2 丸山ダム建設以前のダム軸（Dグリッド）の地形断面 

（丸山発電所工事誌竣工図譜  附図－7 ダム上流面図より） 

 

ダム軸（D グリッド） 
の旧地形断面 

ダム中心線から 120m 下流

（G グリッド）の旧地形断面 

 図－3.2.3 丸山ダム建設以前のダム中心線から 120m 下流（G グリッド）の地形断面 

（丸山発電所工事誌竣工図譜  附図－8 ダム下流面図より） 
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100 

左岸は、工事写真集などから、

元々凹地状の地形を呈していたと

推定される 

200 190 180 160 170 150 

170 110 120 130 110 120 130 140 150 160 170 180 

160 

190 200 

140 

130 

120 

左岸は、概ね上下流方向に平

行な地形コンターを呈している 

200 

110 100 150 

140 150 160 

図－3.2.4 丸山ダム建設時のダム付近平面図 

（丸山発電所工事誌竣工図譜  附図－5 ダム附近平面図より） 
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C

E

F

G

H

I

E グリッド 

141312 11109 8 7 6 5

E グリッドの推定地形断面 

ダム軸の地形断面 

ダム軸下流 120mの地形断面 

図－3.2.5 E グリッドの推定地形断面 
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F グリッドの推定地形断面 

ダム軸の地形断面 

F グリッド 

ダム軸下流 120mの地形断面 

C

E

F

G

H

I

ダム軸下流 120mの地形断面 

F グリッド 

E+7.5 

ダム軸の地形断面線 

新丸山ダム軸（E+7.5 グリッド） 

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

E＋7.5グリッドの推定地形線

図－3.2.6 E＋7.5、F グリッドの推定地形断面 



 

 3-13
現ダム軸 

新丸山ダム軸 

工事図面集のダム
軸の地形断面図より 

工事図面集のダム軸下流
120m の地形断面図より 

F G

旧岩盤上縁線 

 Ｅ

ダム軸および１２０m 下流の地形断面から推
定される河床勾配およびダム軸１６０m 下流の
ボーリングで現河床堆積物の基底標高が確認
されることから、Ｅ～Ｆグリッド付近では掘削が
薄いと推定される 

ダム軸と 120m下流の地形断面より、河床勾配は 1/10程度 

図－3.2.7 10 グリッド（河床）の推定地形断面 
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図-3.2.8 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.90m

ダム軸 

旧地形線 
地質水平断面図） 
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図-3.2.9 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.110m地質水平断面図） 

ダム軸 

旧地形線 
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図-3.2.10 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.130m地質水平断面図） 

ダム軸 

左岸側：丸山ダムの基礎は、
新丸山ダムの基礎と同じ（同じ
混在岩からなる）。 
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図-3.2.11丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.150m地質水平断面図） 

右岸側：丸山ダムの掘削は、EL.150m
では珪質粘土岩をほぼ掘削している。 

ダム軸 

左岸側：丸山ダムの基礎は、
新丸山ダムの基礎と同じ（同じ
混在岩からなる）。 
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図-3.2.12 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.170m地質水平断面図）

右岸側：丸山ダムの掘削
は、珪質粘土岩をほぼ掘削し
ている。 

ダム軸 

左岸側：丸山ダムの基礎は、
新丸山ダムの基礎と同じ（同じ
混在岩からなる）。 
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図-3.2.13 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.90m岩級区分水平断面図） 

ダム軸 

旧地形線 



 

 3-20

図-3.2.14 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.110m岩級区分水平断面図） 

ダム軸 



 

 3-21

図-2.22 丸山ダムの掘削線と旧地形（EL.110m 水平断面
図-3.2.15丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.130m水平断面図） 

左岸側：堤体基礎部の掘
削は、丸山ダムと新丸山ダ
ムとほぼ同程度の掘削深度
である。 

右岸側：斜面部の緩んだ珪質粘
土岩は掘削されている。 

ダム軸 
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図-3.2.16 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.150m岩級区分水平断面図） 

右岸側：斜面部の緩み部は掘削され
ている。 

ダム軸 

左岸側：堤体基礎部の掘
削は、丸山ダムの掘削深度
は、新丸山ダムの計画掘削
深度とほぼ同程度である。 



 

 

 

右岸側：斜面部の緩み部は掘削され
ている。 

ダム軸 

図-3.2.17 丸山ダムの基礎岩盤の状況（EL.170m岩級区分水平断面図） 
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3.3  丸山ダム建設時の破砕層（丸山ダム建設時の基礎処理配置図に示されている破砕層の状況）  

 

 

 

丸山ダム施工時に確認されて

いる断層（工事誌より） 
A 破砕層 

丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
A 破砕層 

丸山ダム施工時に確認さ

れている断層（工事誌より） 
F 破砕層 

位 置 河床中央部（E+7.5） 位 置 河床中央部（D） 位 置 河床左岸（E+7.5） 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所および断層番号】 

B63-1 孔 125m 付近 f-19   

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所および断層番号】 

B57-3 孔 45m 付近 f-19 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所および断層番号】 

B63-1 孔 89m 付近 f-12 

【コアでの岩盤状況】 

幅 20cm 程度の角礫状コアを呈する。 

【コアでの岩盤状況】 

 幅 10cm 程度の角礫状コアを呈し、灰色粘土を挟在する。 

 周辺部に角礫状部が認められる。 

【コアでの岩盤状況】 

幅 10cm 程度の角礫状コアを呈する。 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

写真－3.3.1 破砕層のボーリングコア状況（その 1） 
断層推定部の拡大写真  B63-1 孔 125m 付近 

  

断層推定部の拡大写真  B57-3 孔 44.1m 

 

 

 

  

断層推定部の拡大写真  B63-1 孔 89.6m 

 

備    考  備    考  備    考  
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丸山ダム施工時に確認されて

いる断層（工事誌より） 
F 破砕層 

丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
11 グリッド付近の破砕層（上下流方向）

丸山ダム施工時に確認さ

れている断層（工事誌より） 
11 グリッド付近の破砕層（上下流方向） 

位 置 河床左岸（D ） 位 置 右岸（E+7.5） 位 置 右岸（D） 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所および断層番号】 

B58-3 孔 43m 付近 f-12  

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B63-2 孔 20.5m 付近に幅 10cm 程度の角礫部が認められる他は CH

級～CM 級岩盤を呈する。 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B57-1 孔 40-50m 付近 

【コアでの岩盤状況】 

幅 20cm 程度の角礫状コアを呈する。 

【コアでの岩盤状況】 

地質構造に調和的な走向・傾斜と推定した場合、B63-2 孔の 25-40m 

付近を通過することになるが、その区間のコア性状は CH 級～CM 級岩盤

を呈する。 

【コアでの岩盤状況】 

地質構造に調和的な走向・傾斜と推定した場合、B57-1 孔の 40-50m 

付近を通過することになるが、その区間のコア性状は概ね CH 級岩盤を呈

する。 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

断層推定部の拡大写真  B58-3 孔 43m 付近 

  

断層推定部の拡大写真 

一部角礫状部がある他は、破砕帯の可能性がある箇所は確認されない。

 

  

断層推定部の拡大写真 

断層、破砕帯の可能性がある箇所は確認されない。 

備    考  備    考  備    考  

写真－3.3.2 破砕層のボーリングコア状況（その２） 
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丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
K 破砕層（川側） 

丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
K 破砕層（川側） 

丸山ダム施工時に確認さ

れている断層（工事誌より） 
K 破砕層（山側） 

位 置 左岸（D） 位 置 左岸（D） 位 置 左岸（D） 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B4-3 孔 13-17m 付近 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B59-3 孔 10-30m 付近  

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B4-3 孔 29.1m 付近  

【コアでの岩盤状況】 

割れ目が発達し、一部角礫状コアを呈する。 

割れ目沿いの酸化は顕著であるが、破砕の徴候は認められない。 

【コアでの岩盤状況】 

平面位置から推定される箇所のコア性状は概ね CH 級岩盤を呈する。

【コアでの岩盤状況】 

幅 20cm 程度の角礫状コアを呈する。 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

断層推定部の拡大写真 

 B4-3 孔 13.4-13.6m 

15-16m 付近 

断層推定部の拡大写真 

断層、破砕帯の可能性がある箇所は確認されない。 

  

断層推定部の拡大写真 

B4-3 孔 28.9-29.1m 

 

備    考  備    考  備    考  

写真－3.3.3 破砕層のボーリングコア状況（その３）
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丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
K 破砕層（山側） 

丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
G 破砕層 

丸山ダム施工時に確認さ

れている断層（工事誌より） 
G 破砕層 

位 置 左岸（D） 位 置 左岸（D） 位 置  

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B4-1 孔 30-40m 付近  

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所および断層番号】 

B59-3 孔 60-70m 付近 f-18 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所および断層番号】 

B63-1 孔 35-55m 付近 f-18 

【コアでの岩盤状況】 

平面位置から推定されるボーリングコアの性状は CM～CH 級岩盤

を呈する。 

【コアでの岩盤状況】 

 幅 10cm 程度の角礫状コアを呈し、灰色粘土を挟在する。 

 周辺部に角礫状部が多い。 

【コアでの岩盤状況】 

 全体に角礫状部を主体とするが、岩片は堅硬。 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

断層推定部の拡大写真 

断層、破砕帯の可能性がある箇所は確認されない。 

断層推定部の拡大写真 

B59-3 孔 

62.8-63m  

断層推定部の拡大写真 

 

備    考  備    考  備    考  

写真－3.3.4 破砕層のボーリングコア状況（その 4）
 3-27



 

  

丸山ダム施工時に確認され

ている断層（工事誌より） 
12 グリッド付近の破砕層 

位 置 右岸（D） 

【新丸山ダムの地質調査での確認箇所】 

B57-2 孔 50-65m 付近 

【コアでの岩盤状況】 

チャート及び珪質粘土岩からなり、一部角礫状コアを呈するが、

粘土を挟在するなどの破砕部は確認されない。 

通過推定箇所周辺のボーリングコア写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

断層推定部の拡大写真 

断層、破砕帯の可能性がある箇所は確認されない。 

写真－3.3.5 破砕層のボーリングコア状況（その 5）
備    考  

 3-28



7 

ボーリング番号 Ｂ４－１（４５°） ボーリング番号 Ｂ４－２（０°） ボーリング番号 Ｂ４－３（０°）          位 置 図 
位 置 Ｄ，７ 位 置 Ｄ，８ 位 置 Ｄ，８ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ボーリングコア写真】 【ボーリングコア写真】 

岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 

 1  

備    考 
仕切り部に当たり分離しているが、割れ

目は新鮮。密着していた可能性が高い 備    考 
コアに割れ目が多く、岩着面は分離している

が、分離面が新鮮であることから、密着して

いた可能性が高い 
備    考 

岩着面は密着している。 

密着度の評価 密着している可能性が高い孔（  ） 密着度の評価 密着している可能性が高い孔（  ） 密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

 

表－3.4.1 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 1） 
3.4 丸山ダム堤体と岩盤の密着度  
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ボーリング番号 Ｂ５３－３（６０°） ボーリング番号 Ｂ５９－２ ボーリング番号 Ｂ５９－３（３０°）          位 置 図 
位 置 D  D  D，６ 位 置 ，６ 位 置 ，８ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ボーリングコア写真】 【ボーリングコア写真】 

岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 

   

備    考 
コア採取状況が悪く、岩着部の密着状況は確

認されない 備    考 
岩着部のコア状況は、角礫状を呈する。 

備    考 
短柱状のコアと密着している 

密着度の評価 密着の確認が不可能な孔（  ） 密着度の評価 密着の確認が不可能な孔（  ） 密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

 

表－3.4.2 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 2） 
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ボーリング番号 Ｂ５８－１（８５°） ボーリング番号 Ｂ５８－２ ボーリング番号 Ｂ５８－３（８５°）          位 置 図 
位 置 D  D  D，７ 位 置 ，８ 位 置 ，９ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ボーリングコア写真】 【ボーリングコア写真】 

岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 

   

備    考 
岩盤内に亀裂は見られるが、岩着部は密着

している 備    考 
岩盤内に亀裂は見られるが、岩着部は密着

している 備    考 
短柱状コアと密着している 

密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

 

表－3.4.3 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 3） 
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ボーリング番号 Ｂ５７－３（６５°） ボーリング番号 Ｂ５７－１（６０°） ボーリング番号 Ｂ５７－２（６０°）          位 置 図 
位 置 Ｄ，９ 位 置 Ｄ，１０ 位 置 Ｄ，１１ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ボーリングコア写真】 【ボーリングコア写真】 

岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 

   

備    考 
岩着面は分離しているが、分離面は新鮮。密

着していた可能性が高い 備    考 
密着している 

備    考 
岩盤が角礫状を呈し、岩着面の状況は確認で

きない。 

密着度の評価 密着している可能性が高い孔（  ） 密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 密着度の判定 密着の確認が不可能な孔（  ） 

 

表－3.4.4 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 4） 
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ボーリング番号 Ｂ５７－４（６０°）          位 置 図 
位 置 D，１２ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩着部の拡大写真 

 

備    考 
岩盤が角礫状を呈し、岩着面の状況は確認で

きない。 

密着度の評価 密着の確認が不可能な孔（  ）

 

表－3.4.5 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 5）  
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ボーリング番号 Ｂ６３－２（６５°） ボーリング番号 Ｂ１０－３（３５°） ボーリング番号 Ｂ３－１０          位 置 図 
位 置   E+７.５，１１ 位 置 E+７.５，１１ 位 置 E+７.５，１２ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ボーリングコア写真】 【ボーリングコア写真】 

岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 

   

備    考 
岩着面は分離しているが、分離面は新鮮であ

り、密着していた可能性が高い 備    考 
岩着面は分離しているが、分離面は新鮮であ

り、密着していた可能性が高い。 備    考 
直下に割れ目を伴うが、岩着部は

密着している。 

密着度の評価 密着している可能性が高い孔（  ） 密着度の評価 密着している可能性が高い孔（  ） 密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

 

表－3.4.6 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 6） 
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ボーリング番号 Ｂ６－３（４５°） ボーリング番号 Ｂ１－４（０°） ボーリング番号 Ｂ１１－１（２８°）          位 置 図 
位 置  E  E+７.５，１２ 位 置 ，１２ 位 置 E+７.５，１２ 
【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ボーリングコア写真】 【ボーリングコア写真】 

岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 岩着部の拡大写真 

   

備    考 
岩着部は密着している。直下に角礫状部を伴

う。 備    考 
岩着部は角礫状コアを呈し、一部酸化も認め

られる。密着状況は確認できない 備    考 
岩着部は密着しているが、直下に細片状部が

確認される。 

密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 密着度の評価 密着の確認が不可能な孔（  ） 密着度の判定 密着を確認している孔（  ） 

 

表－-3.4.7 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 7） 
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表－3.4.8 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 8） 

ボーリング番号 B18-1 位置図 
位 置 D、11+10  

   

 ボアホールスキャナー写真 岩着部の状況 

【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩着部の拡大写真 

【ボーリングコア】 
 コアでは、岩着部は密着している。 
 
【ボアホールスキャナ画像】 
 ボアホールスキャナ画像では、岩着部は密着している 

 
 

 

密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

B18-1 掘削区間(L=28.7ｍ)

関西電力掘削区間(L=52.3ｍ) 

B18-1 孔位置 
B18-1 孔位置 

関西電力掘削区間(L=52.3ｍ) 

B18-1 掘削区間(L=28.7ｍ) 

B18-1 孔位置 
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ボーリング番号 B19-1１ 位置図 
位 置 D,11+10  

   

 ボアホールスキャナー写真 岩着部の状況 

【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩着部の拡大写真 

【ボーリングコア】 
  コアでは、岩着面は分離しているが、分離面は新鮮である。 
【ボアホールスキャナ画像】 
  ボアホールスキャナ画像では、岩着面は密着している。  

 

 

密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

B19-11 掘削区間(L=23.0ｍ)

関西電力掘削区間(L=50.0ｍ)

B19-11 孔位置 

B19-11 孔位置 B19-11 孔位置 

関西電力掘削区間(L=50.0ｍ) 

B19-11掘削区間(L=23.0ｍ) 

表-3.4.9 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 9） 
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 表-3.4.10 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 10） 

ボーリング番号 C-1 位置図 
位 置 D+14,11+10  

   

 ボアホールスキャナー写真 岩着部の状況 

【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩着部の拡大写真 

【ボーリングコア】 
 ボーリングコアでは、岩着面は分離しているが、分離面は新鮮である。

【ボアホールスキャナ画像】 
 コア表面の肌落ちは認められるが、岩着面は密着している。  

 

 

密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

C-1 孔位置 

C-1 孔(L=約 20ｍ) 

C-1 孔位置 

C-1 孔位置 

C-1 孔位置 
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 表－3.4.11 丸山ダム堤体の岩着部の状況（その 11）
 

ボーリング番号 C-2 位置図 
位 置 D+25, 11+10  

   

 ボアホールスキャナー写真 岩着部の状況 

【ボーリングコア写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩着部の拡大写真 

【ボーリングコア】 
 ボーリングコアでは、岩着面は密着している。 
【ボアホールスキャナ画像】 
 ボアホールスキャナ画像では、岩着面は密着している。  

 

 

密着度の評価 密着を確認している孔（  ） 

C-2 孔位置 

C-2 孔位置 

C-2 孔位置 
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3.5 .新丸山ダムの地質調査概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図－3.5.1 既往調査位置図 

測線名
測線長
（m）

起震
点

受振
点

概略位置
実施
年度

4-4' 400.0 9 81
7-7' 430.0 10 87
E-E' 220.0 5 45
G-G' 247.5 6 51
I-I' 250.0 6 51
K-K' 180.0 5 37
M-M' 180.0 5 37

A 800.0
右岸丸山発電所
導水路沿い

B 220.0
右岸新丸山発電所
導水路沿い

総延長 2927.5 m

5m
（測点間隔）

H1

左岸上下流方向

左岸ダム軸方向
S55

X座標 Y座標

-59,406.352 820.556 148 55.00 189.76

-59,376.781 695.581 148 50.00 140.92

-59,348.019 724.740 148 90.00 130.00

-59,450.738 848.505 148 60.00 215.59

-59,362.971 781.423 148 50.50 153.00

-59,389.867 810.176 148 50.50 172.00

-59,185.619 709.339 328 134.00 190.25

-59,216.773 679.695 328 35.50 145.80

枝坑始点 -59,194.772 665.841 - - -

枝坑折れ点 -59,212.089 638.339 - 32.50 150.00

主坑 - - 148 16.30 150.00

総延長 574.30 m

T55L-1

坑番

T56L-2

T60L-1

注1：坑口座標・・データがないため、既往図面より逆算
注2：掘進方向・・データがないため、既往図面に従った

（ただし昨年度および今年度掘削横坑は実測値）

掘進方向

（°）注2
掘進長
（m）

坑口標高
EL.（m）

坑口座標
注1

T13R-1

T15R-1

T1L-1

T3L-1

T3L-2

T55R-1

現丸山ダム軸（D グリッド）

新丸山ダム軸（E+7.5 グリッド）
凡例 
● 新丸山ダム建設のための調査ボーリング 
● 丸山ダム建設時の調査ボーリング 
○ 関西電力株式会社実施ボーリング 
● 漏水調査（４ＢＬ）のためのボーリング 
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B 3 - 7 -59,138.628 640.398 R 212.53 40.00 90 － 5 ○ - - －

B 3 - 8 -59,294.065 642.639 C 135.02 50.00 90 － 10 ○ - - －

B 3 - 9 -59,262.320 622.639 R 163.12 50.00 90 － 9 ○ - - －

B 3 - 10 -59,222.295 686.346 R 137.89 100.00 90 － 18 ○ - - －

B 4 - 1 -59,379.075 834.697 L 174.00 55.00 45 328* 10 ○ - - －

B 4 - 2 -59,350.201 815.334 C 158.40 36.00 0 148* 7 ○ - - －

B 4 - 3 -59,330.738 803.079 C 144.90 35.00 0 148* 5 ○ - - －

B 4 - 4 -59,066.000 593.500 T 242.92 60.00 90 － 11 ○ 1 - －

B 4 - 5 -59,101.500 569.300 T 228.80 50.00 90 － 9 ○ 1 - －

B 4 - 6 -59,126.500 537.500 T 247.59 20.00 90 － 3 ○ 1 - －

B 4 - 7 -59,595.791 879.672 L 250.15 20.00 90 － 3 ○ 1 - －

B 4 - 8 -59,548.746 945.301 L 280.20 20.00 90 － 3 ○ 2 - －

B 4 - 9 -59,361.200 916.197 L 189.37 30.00 90 － 5 ○ - - －

B 4 - 10 -59,041.500 448.000 T 258.29 7.00 90 － - － - 4 －

B 4 - 11 -59,227.940 600.950 R 204.55 95.00 90 － 19 ○ - - －

B 4 - 12 -59,249.642 612.777 R 175.07 70.00 50 328* 13 ○ - - －

B 5 - 1 -59,093.966 610.200 R 231.24 90.00 90 － 17 ○ - - －

B 5 - 2 -59,243.823 659.131 C 131.87 36.00 48 148 - － - - －

B 5 - 3 -59,453.129 695.280 LC 172.11 30.00 90 － 5 ○ - - －

B 5 - 4 -59,495.290 627.130 LC 166.34 30.00 90 － 4 ○ - - －

B 5 - 5 -59,357.629 735.506 C 141.27 160.00 65 328* 20 ○ - - 0.00 ～ 159.75

B 6 - 1 -59,419.219 674.141 LC 156.04 35.00 90 － 1 ○ - - －

B 6 - 2 -59,461.646 606.254 LC 153.73 55.00 90 － 1 ○ - - －

B 6 - 3 -59,223.614 689.989 R 138.44 90.00 45 328** 16 ○ - - －

B 7 - 1 -59,394.000 945.000 L 207.30 20.00 90 － - － - - －

B 7 - 2 -59,412.000 896.000 L 212.63 45.00 90 － - － - - －

B 7 - 3 -59,352.419 919.853 L 177.89 20.00 45 205 - － - - 1.70 ～ 19.98

B 7 - 4 -59,330.044 665.262 C 90.34 50.00 90 － - － - - －

B 7 - 5 -59,135.351 574.285 T 228.92 90.00 90 － 16 ◎ - - －

B 7 - 6 -59,184.472 539.377 R 237.14 100.00 90 － 18 ◎ - - －

B 8 - 1 -59,581.006 557.217 LC 122.48 20.00 90 － - - - 12 －

B 8 - 2 -59,589.438 516.810 LC 121.14 30.00 90 － - - - 2 －

B 8 - 3 -59,625.606 525.188 LC 151.18 40.00 90 － - - - 16 －

B 8 - 4 -59,253.729 664.533 C 131.73 150.00 60 148 21 ○ - - 40.00 ～ 150.00

B 9 - 1 -59,308.136 699.626 C 90.39 30.00 90 － 6 ◎ - - －

B 9 - 2 -59,350.763 631.929 C 90.55 13.00 90 － 1 ◎ - - －

B 9 - 3 -59,424.827 514.305 C 91.21 10.00 90 － - － - - －

B 10 - 1 -59,146.962 636.546 R 213.78 87.00 35 148** 13 ◎ - - 19.70 ～ 86.60

B 10 - 2 -59,210.428 676.509 R 159.00 50.00 36 328** 9 ◎ - - 5.00 ～ 50.10

B 10 - 3 -59,240.513 694.255 R 132.93 55.00 35 328 7 ○ - - 16.85 ～ 54.90

B 10 - 4 -59,184.195 659.991 R 218.51 50.00 90 － 8 ○ - - 3.50 ～ 49.85

B 10 - 5 -59,234.321 651.697 R 141.91 30.00 25 328 5 ○ - - 3.20 ～ 29.40

B 11 - 1 -59,218.657 680.870 R 145.00 50.00 28 328 9 ○ - - 9.80 ～ 49.96

B 11 - 2 -59,282.918 645.081 R 136.00 105.00 -2 328 20 ○ - - ～

B 11 - 3 -59,155.098 602.527 R 215.53 110.70 38 146 20 ○ - - 24.00 ～ 110.16

B 11 - 4 -59,152.618 639.350 R 214.01 54.00 18 146 8 ○ - - 20.10 ～ 54.04

2.00 ～ 15.00

20.00 ～ 49.70

B 16 - 1 -59,145.818 550.158 R 227.84 60.00 90 - 9 ◎ ー ー

B 16 - 2 -59,147.363 598.392 R 214.47 45.00 90 ー 9 ◎ ー ー

B 18 - 1 C 190.00 28.70 90 ー 9 水押し - - 52.30 ～ 80.00

B 19 - 1 -59,177.225 597.408 R 215.15 40.00 90 － 8 ◎ - -

B 19 - 2 -59,175.764 621.104 R 215.62 25.00 0 － 5 ◎ - -

B 19 - 3 -59,087.646 545.231 R 245.48 8.04 90 － - － - 8

B 19 - 4 -59,078.380 564.919 R 238.97 8.00 90 － - － - 8

B 19 - 5 -59,054.890 552.336 R 258.13 7.18 90 － - － - 7

B 19 - 6 -59,042.640 571.799 R 253.26 8.13 90 － - － - 8

B 19 - 7 -59,544.630 831.323 L 239.67 11.00 0 － - － - 5

B 19 - 8 -59,532.380 850.786 L 247.25 13.02 90 － - － - 13

B 19 - 9 -59,555.010 867.243 L 250.59 7.35 90 － - － - 7

B 19 - 10 -59,542.750 886.706 L 259.60 10.13 90 － - － - 10

B 19 - 11 C 190.00 23.00 90 － 1 ◎ - - 48.00 ～ 64.00

C - 1 C 20.00 － - - 0.00 ～ 20.00

C - 2 C 20.00 － - - 0.00 ～ 20.00

計 127 孔 　総延長 8,299.55 m 計1,378 回

-B 14

孔　番
国家座標系

位置
注1

孔口

標高
EL.（m）

掘進長
（m）

標準
貫入
試験

ボアホールカメラ
観察深度
（m）X座標 Y座標 回数

圧力
管理

掘進角度
（°）
（俯角）

掘進
方向
（°）

透水試験
注2

孔内水
平載荷
試験

1 -59,438.907 820.375 L 204.18 50.00 90 － 9 ◎ - -

B 51 - 1 -59,096.265 660.756 R 208.04 40.10 90 － 6 ○ - - －

B 53 - 1 -59,460.833 890.857 L 233.64 100.00 45 148* 18 ○ - - －

B 53 - 2 -59,094.700 606.002 R 231.18 90.00 90 － 17 ○ - - －

B 53 - 3 -59,400.528 850.923 R 190.15 120.00 60 148* 22 ○ - - －

B 53 - 4 -59,184.711 711.721 R 190.20 90.00 45 328* 21 ○ - - －

B 54 - 1 -59,277.766 684.049 C 121.00 100.00 90 － 14 ○ - - －

B 54 - 2 -59,334.147 720.212 C 120.92 100.00 90 － 14 ○ - - －

B 55 - 1 -59,054.271 539.775 T 258.96 120.00 90 － 23 ○ - - －

B 55 - 2 -59,409.682 763.567 LC 172.43 100.00 90 － 20 ○ - - －

B 55 - 3 -59,473.623 662.021 LC 172.22 30.00 90 － - － - - －

B 55 - 4 -59,516.250 594.323 LC 152.86 30.00 90 － - － - - －

B 55 - 5 -59,558.877 526.626 LC 113.19 32.00 90 － - － - - －

B 56 - 1 -59,591.166 925.690 L 283.99 100.00 90 － 13 ○ - - －

B 56 - 2 -59,490.050 861.536 L 236.32 100.00 90 － 20 ○ - - －

B 56 - 3 -59,155.574 650.832 R 216.57 100.00 90 － 19 ○ - - －

B 56 - 4 -59,016.541 563.287 T 238.96 175.00 90 － 35 ○ - - －

B 56 - 5 -59,240.439 656.999 R 134.53 100.00 90 － 20 ○ - - －

B 56 - 6 -59,128.992 586.825 T 217.51 100.00 90 － 18 ○ - - －

B 56 - 7 -59,179.122 529.170 T 233.90 100.00 90 － 20 ○ - - －

B 56 - 8 -58,959.243 510.900 T 253.80 160.00 90 － 26 ○ - - －

B 56 - 9 -58,836.635 450.006 T 257.89 57.00 90 － 4 ○ - - －

B 56 - 10 -58,973.406 630.665 T 201.46 123.00 90 － 23 ○ - - －

B 56 - 11 -58,905.708 588.038 T 216.57 95.00 90 － 19 ○ - - －

B 57 - 1 -59,254.702 756.336 C 108.12 110.00 60 328* 21 ○ - - －

B 57 - 2 -59,225.052 737.737 R 128.34 125.00 60 328* 24 ○ - - －

B 57 - 3 -59,301.100 785.870 C 126.78 145.00 65 332.5 27 ○ - - －

B 57 - 4 -59,199.676 721.735 R 157.45 125.00 60 332.5 23 ○ - - －

B 58 - 1 -59,368.920 828.303 C 173.98 135.00 85 333 25 ○ - - －

B 58 - 2 -59,325.763 801.128 C 143.97 110.00 90 － 21 ○ - - －

B 58 - 3 -59,302.369 786.669 C 127.51 130.00 85 333 25 ○ - - －

B 59 - 1 -59,462.879 890.160 L 234.38 110.00 85 333 20 ○ - - －

B 59 - 2 -59,400.030 850.869 L 189.93 140.00 90 － 26 ○ - - －

B 59 - 3 -59,329.618 805.328 C 143.97 120.00 30 153 23 ○ - - －

B 60 - 1 -59,419.867 864.164 L 214.02 120.00 50 148 23 ○ - - －

B 62 - 1 -59,456.249 840.559 L 217.01 50.00 90 － 9 ○ - - －

B 62 - 2 -59,423.449 816.905 L 198.82 60.00 90 － 11 ○ - - －

B 62 - 3 -59,388.143 796.328 LC 172.19 65.00 90 － 12 ○ - - －

B 62 - 4 -59,356.505 775.840 LC 149.87 44.20 90 － 7 ○ - - －

B 63 - 1 -59,355.921 773.877 C 149.30 180.00 50 328 30 ○ - - －

B 63 - 2 -59,243.854 697.556 C 128.20 150.00 65 150 28 ○ - - －

B 1 - 1 -59,556.032 902.740 L 266.28 100.00 90 － 17 ○ - - －

B 1 - 2 -59,375.854 930.646 L 193.38 40.00 90 － 7 ○ - - －

B 1 - 3 -59,472.809 850.987 L 228.07 80.00 90 － 16 ○ - - －

B 1 - 4 -59,216.312 688.259 R 140.00 70.00 0 328 14 ○ - - －

B 1 - 5 -59,236.564 653.743 R 140.00 65.00 0 328 12 ○ - - －

B 1 - 6 -59,524.056 881.738 L 252.40 105.00 90 － 20 ○ - - －

B 1 - 7 -59,366.806 794.680 LC 159.37 50.00 90 － 10 ○ - - －

B 1 - 8 -59,335.124 751.138 LC 129.61 40.00 90 － 8 ○ - - －

B 1 - 9 -59,528.500 677.700 L 175.61 35.00 90 － - － - - －

B 1 - 10 -59,543.000 608.500 L 162.31 45.00 90 － - － - - －

B 2 - 1 -59,612.333 889.682 L 261.27 50.00 90 － 9 ○ - - －

B 2 - 2 -59,544.656 849.816 L 245.79 40.00 90 － 8 ○ - - －

B 2 - 3 -59,535.838 793.529 L 230.48 50.00 90 － 10 ○ - - －

B 2 - 4 -59,476.131 804.239 L 213.79 50.00 90 － 10 ○ - - －

B 2 - 5 -59,601.350 835.850 L 223.69 30.00 90 － 5 ○ - - －

B 2 - 6 -59,589.050 780.350 L 207.57 40.00 90 － 7 ○ - - －

B 2 - 7 -59,520.060 737.640 L 215.55 60.00 90 － 10 ○ - - －

B 2 - 8 -59,466.510 748.870 L 184.83 40.00 90 － 7 ○ - - －

B 3 - 1 -59,443.112 785.091 L 201.11 50.00 90 － 10 ○ - - －

B 3 - 2 -59,378.964 736.804 LC 152.59 40.00 90 － 6 ○ - - －

B 3 - 3 -59,395.328 713.024 LC 154.52 40.00 90 － 8 ○ - - －

B 3 - 4 -59,367.293 688.062 LC 140.76 40.00 90 － 7 ○ - - －

B 3 - 5 -59,198.671 629.494 R 218.85 100.00 90 － 23 ○ - - －

B 3 - 6 -59,188.014 662.372 R 216.42 100.00 90 － 22 ○ - - －

孔口

標高
EL.（m）

ボアホールカメラ
観察深度
（m）

圧力
管理

回数
掘進長
（m）

掘進角度
（°）
（俯角）

孔　番
位置

注１
標準
貫入
試験

孔内
水平
載荷
試験

国家座標系

X座標 Y座標

透水試験注2掘進
方向
（°）

表－3.5.1  新丸山ダム既往調査数量（ボーリング） 



 

 

3.5.1新丸山ダムの地質 
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混在岩 

チャート 

珪質粘土岩 

瑞浪層群 

現ダム軸 

新ダム軸 

混在岩 

図－3.5.2 ダムサイト地質平面図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 － 2 . 2  新 丸 山 ダムの地 質 平 面 図

新丸山ダム軸（E+7.5ｍ） 

瑞浪層群 

混在岩 

混在岩 

チャート 

珪質粘土岩 
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図－3.5.3 E+7.5m 地質断面図（新ダム軸）
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図－5.1.3 D グリッド 地質断面図（現ダム

珪質粘土岩 チャート 

混在岩 

混在岩 

瑞浪層群 
混在岩 

チャート 

珪質粘土岩 

混在岩 

図－3.5.4 EL.150m 地質水平断面図 
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3.5.2 新丸山ダムの岩級区分 

表 － 3 . 5 . 3  岩 級 区 分 基 準 （案 ）  表 － 3 . 5 . 2  岩 級 区 分 の細 区 分 要 素 基 準  

  
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

B B CH CH - -

β1 CH CH CH CH CM -

β2 CH CH CH CM CM -

CM CM CM CM CL -

- D D - - -

- - - - - -

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

CH CH CH CH CM -

β1 CH CH CH CM CM -

β2 CH CH CM CM CL -

CM CM CM CL CL -

- D D D D -

- - - - - -

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
- - - - - -

β1 - - CL CL CL -

β2 - CL CL CL CL -

- CL CL CL D -

- - D D D -

- - - - - -

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

- - - - - -

β1 - - - - - -

β2 - - - - - -

- D D D D -

- D D D D -

- - - - D -

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

- - - - - -

β1 - - - - - -

β2 - - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - D

「-」は組合せ上存在しないもの。

＜硬さA＞

＜硬さB＞

＜硬さC＞

＜硬さD＞

＜硬さE＞

β

γ

δ

ε

α

α

β

γ

コア形状

割
れ
目
の
状
態

α

γ

β

δ

ε

α

β

コア形状

割
れ
目
の
状
態

コア形状

割
れ
目
の
状
態

α

β

γ

δ

ε

δ

ε

コア形状

割
れ
目
の
状
態

コア形状

割
れ
目
の
状
態

γ

δ

ε

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要素 定　義 備　考

　岩片は非常に堅硬・緻密かつ新鮮であり、潜在的な割れ目
もほとんど存在しない。ハンマーの打撃で割れず、金属音
（キンキン）を発する。

　塊状の砂岩・混在岩および
新鮮なチャートに見られる。

　岩片は堅硬であるが潜在的な割れ目が存在し、ハンマーの
打撃でやや鈍い金属音（カンカン）を発する。強打すると、
層理面や酸化した割れ目沿いに割れることがある。コアでは
コア肌がやや粗い傾向にある。

　層理面の発達したチャート
や層理面の目立つ混在岩に多
い。

　岩片は中硬であり、ハンマーの打撃ではやや鈍い音（コン
コン）を発する。潜在的な割れ目や層理面で割れやすく、
ピックの先で傷が付く。岩芯までやや変色している。

　混在岩に多い。

　軟質であり、ハンマーの打撃では濁音を発する。割れ目以
外でも割れる。岩芯まで変色している。

　混在岩の風化部に多い。

　極軟であり、砂～粘土状もしくはスライム。

横坑およびコアで30cm以上（棒状コア）

横坑およびコアで10～30cm（長柱状コア）

横坑およびコアで5～10cm（短柱状コア）

横坑で2～5cm
コアで5cm以下の短柱～角礫状コア
コアの外周が認められるもの

横坑で2cm以下の割れ目密集部
コアで角礫～細片状を呈し、
円筒形のコアに復元できないもの

砂～粘土状

　新鮮でよく密着している。ごくわずかにフィルム状の白色
鉱物を挟在する場合もあるが、赤褐色化は認められない。

β1
　割れ目沿いが薄く赤褐色化しているが、軽微である。灰白
色の細粒物質を普遍的に挟在するものも含む。

β2
　割れ目沿いが赤褐色化しているもしくは、割れ目沿いに赤
～黄褐色化した挟在物を薄く挟む。

γ1
　割れ目沿いの赤褐色化が著しく、黄褐色の細粒物質または
細粒粘土を挟在するが、その幅は1～2mm程度である。

γ2
　割れ目沿いに黄褐色化し、黄褐色の細粒物質または細粒粘
土を2～5mm挟在する。黒灰～灰白色粘土を挟在する場合も含
む。

　全体に割れ目が開口気味で、割れ目沿いに5mm以上の粘土
または土砂を挟在する。左岸側の深部での軟質化箇所を含
む。また、横坑の坑口付近で木根を頻繁に挟在する場合もあ
る。

　割れ目として認識できない。

割
れ
目
の
状
態

C

D

岩
片
の
硬
さ

割
れ
目
の
間
隔

δ

ε

Ⅳ

B

区分

Ⅵ

A

Ⅴ

　割れ目の赤褐色化はチャー
トより混在岩で顕著である。
　透水性の観点から、コア観
察上はγを2分しているが、
組合せ上ではγで統一してい
る。

β

γ

E

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

α
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表-3.5.4 新丸山ダムの岩級区分基準 
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地質 泥質部優勢混在岩 透水性 （19）　Pc＝0.3 地質 チャート 透水性 （17）　Pc＝0.2 地質 チャート 透水性 （14）　Pm＝0.9

岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分

CM B，Ⅲ，c' CH A，Ⅱ，β1～β2 CM B，Ⅲ～Ⅳ，c' CH A，Ⅲ～Ⅱ，β1 CM B，Ⅱ～Ⅲ，c' CH A，Ⅰ～Ⅱ，β1

地質 泥質部優勢混在岩 透水性 - 地質 泥質部優勢混在岩 透水性 - 地質 チャート 透水性 -

岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分 岩級区分 細区分

CM B～C，Ⅱ，c' CH A，Ⅰ，β2 CM B～C，Ⅱ，c' CH A，Ⅰ～Ⅱ，β1～β2 CM A～B，Ⅱ，c' CH A，Ⅱ，β1

旧区分 新区分

B62-3孔（13～15m） B3-6孔（21～23m） B1-4孔（27～30m）

旧区分 新区分 旧区分 新区分

旧区分 新区分旧区分 新区分 旧区分 新区分

T3L-2坑（14m付近　下流壁） T55R-1坑（67m付近　下流壁） T55R-1坑（18m付近　上流壁）

　せん断試験結果と試験箇所の性状より、褐色化した割れ
目を有していても岩片の硬さと割れ目間隔が良好であれば
CH級相当の強度を有する岩盤として判断される。

　せん断試験結果と試験箇所の性状より、褐色化した割れ
目を有していても岩片の硬さと割れ目間隔が良好であれば
CH級相当の強度を有する岩盤として判断される。

　せん断試験結果と試験箇所の性状より、褐色化した割れ
目を有していても岩片の硬さと割れ目間隔が良好であれば
CH級相当の強度を有する岩盤として判断される。

　せん断試験結果と試験箇所の性状より、褐色化した割れ
目を有していても岩片の硬さと割れ目間隔が良好であれば
CH級相当の強度を有する岩盤として判断される。

　せん断試験結果と試験箇所の性状より、褐色化した割れ
目を有していても岩片の硬さと割れ目間隔が良好であれば
CH級相当の強度を有する岩盤として判断される。

　せん断試験結果と試験箇所の性状より、褐色化した割れ
目を有していても岩片の硬さと割れ目間隔が良好であれば
CH級相当の強度を有する岩盤として判断される。

図 ‐ 3 . 5 . 5  ダムサイトの割 れ目 の状 態  



 

  

新丸山ダム軸（E+7.5ｍ） 
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図－3.5.6 E+7.5m 岩級区分断面図（新ダム軸） 
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図－3.5.7 EL.150m岩級区分水平断面図 
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3.5.3右岸珪質粘土岩と岩盤性状 

  ダムサイト右岸で確認できる岩盤劣化部（D級岩盤）は、いずれも珪質粘土岩の分布とほぼ

一致していることが確認。 

① ダム軸 EL.145ｍの表層 8ｍ付近の開口割れ目以浅（T13R-1坑、B10-2孔） 

② F測線 EL.140～150ｍ付近の表層から 20ｍ付近（B1-5孔、B11-3孔） 

③ G測線 EL.165m以浅（B4-11孔、B4-12孔） 

この珪質粘土岩の分布は、D グリッド（現ダム軸）～新ダム軸にかけては現右岸の急崖に張り付

く形で分布する。 

珪質粘土岩は、以下の特徴を有している。 

・黒色泥岩の一部は著しくせん断されている 

・特に地表部付近では風化の影響も相まって黒色泥岩部の劣化が著しい 

・T15R-1 坑主坑では岩片は硬質で CM 級相当の岩盤であるが、割れ目が密に発達しやや脆い 

 

現丸山ダムは、施工時に右岸側が崩壊を起こしている（写真―3.5.2、現況の右岸全景は PH-3.2

参照）。 

 

珪質粘土岩および珪質粘土岩中の黒色泥岩部がすべり面となり、その川側のチャートまたは 

混在岩が崩落したものと推定される（珪質粘土岩も崩落したが、一部ダム軸付近に残存してへばり

ついている）（写真－3.5.3参照） 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 
写真―3.5.2  現ダム施工時の右岸崩壊写真（昭和 28 年 7 月 24 日） 

                   〔丸山ダム工事写真集より抜粋〕 

 

 写真－3.5.3  右岸全景の現況（平成 14 年撮影） 
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図－3.5.8  現ダム軸（Dグリッド）右岸の地質分布図 

 

 

 

珪質粘土岩の特性 

珪質粘土岩は、美濃帯構成層の三畳紀の最下層に相当する層準であり、一般的な特徴として周囲

のチャートなどの硬質岩に比して軟質なため、付加時によりせん断作用を受け易かったと点、黒色

泥岩を挟在する点、硫化物を多含することにより、空気や水に触れると劣化しやすいなどの特徴を

有している。 

この珪質粘土岩は、右岸の急峻な地形により、上載荷重の減少および地表からの風化の影響で、

潜在的なせん断面が顕在化（写真ー3.5.4～3.5.5 参照）し、岩盤劣化しやすい部分（特に黒色泥岩

部）を挟在していると考えられる。 

 珪質粘土岩中の黒色泥岩部の岩盤性状は、写真-3.5.6～3.5.9参照。 
 

 

写 真 - 3 . 5 . 4  珪 質 粘 土 岩 中 のせん断 面 顕 在 部 〔Ｂ 11 - 3 孔 9 8～ 1 0 1 . 2ｍ付 近 〕  

 

写 真 - 3 . 5 . 5  珪 質 粘 土 岩 中 のせん断 面 顕 在 部 （コア採 取 率 が悪 い）  

〔 Ｂ 11 - 2 孔  6 5 . 0～ 7 0 . 0ｍ付 近 〕  
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写真-3.5.6 珪質粘土岩の岩盤劣化部（T13R-1 坑上流壁 5ｍ付近） 

 （全体に褐色～黄褐色化し、潜在的なクラックが発達し、岩片の 

一部は軟質化している。CL～D 級（C～B、Ⅳ～Ⅲ、γ2～γ1） 

 

 

写真－3.5.7 黒色泥岩の劣化部（T13R-1 坑下流壁 6ｍ付近） 

（珪質粘土岩中には、50cm～1ｍ間隔で幅 5～15cm の黒色泥岩を挟 

在する。そのうち、6割程度は、高角度の層理面に沿ったせん断面 

が発達し軟質化している。D級（D、Ⅵ～Ⅳ、γ2）） 

 

 

 

写真-3.5.8 珪質粘土岩中の劣化部（B4-11 孔、70～75ｍ付近） 

（全体にコア形状が悪く、スライム部分が多い。一部黒灰色粘土 

を伴う箇所は、T13R-1 坑に見られるような黒色泥岩挟在部の強 

劣化部と推定される。全体的には、潜在クラックが顕在化した CL 

級相当の岩盤と見られる） 

 

 

 

 

     写真-3.5.9 黒色泥岩の劣化部（B4-12 孔、65～70ｍ付近） 

       緑灰色を呈する珪質粘土岩部に比べて割れ目の発達が著しく、 

      岩片もやや軟質化している場合が多い。 
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3.5.4 新丸山ダムの透水性 

    新丸山ダム軸のルジオンマップを図－3.5.9に示す。ダム基礎となる混在岩、チャートの透水性は

以下のとおりである。  

【河床部】 現丸山ダムの直下から２Lu以下の難透水ゾーンを主体とする。やや右岸寄りの 10 

～12グリッド区間では、5～20Lu以上のゾーンが最大深さ 15m程度で分布する。 

【左岸】 標高 160mより低標高部には、地表から 10m程度の厚みで 20Lu以上の高透水部が分

布するが、それ以深では概ね２Lu以下である。 

     標高 160m 以高では 20Lu 以上の高透水ゾーンが次第に厚くなり、標高 200m 以高で

は地表から 30m程度の厚みで 20Lu以上ゾーンが分布する。 

【右岸】 急崖地形と高角度の層状チャートの影響で、20Lu 以上の高透水ゾーンが地表から 25

～30mの厚みで分布する。 

     20Lu以上ゾーンの下部には、10～20Lu、2～５Luゾーンが５～10m程度の厚みで分

布し、それ以深は概ね２Lu以下である。 
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地質構造に沿う高角度割れ目と斜めボ

ーリングの傾斜方向がほぼ一致している。 
反対の斜めボーリングでは河床部は全

図－3.5.9 新丸山ダム軸のルジオンマップ
区間２Lu以下を示す。 
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